
令和７年国勢調査の概要 
 

○概要 

国勢調査は、日本国内に居住するすべての人（外国人を含む）及び世帯を対象とした我が国

最大の統計調査で、統計法に基づき５年に一度実施されます。 

国内の人口・世帯の実態を把握することを目的とし、調査結果は、国や地方公共団体の各種

行政施策等の基礎資料となるほか、企業等における需要予測や経営管理への活用、学術･研究

機関における研究のための活用など、さまざまな分野でも幅広く活用されています。 

   

○調査の期日 

令和７年１０月１日 午前零時現在 

 

○調査の対象 

日本国内に居住するすべての人（外国人を含む）及び世帯 

 

○おもな調査項目 

  世帯や世帯員に関する基本項目について調査 

世帯員（１３項目） 世帯（４項目） 

・氏名 

・男女の別 

・世帯主との続き柄 

・出生の年月 

・配偶者の有無 

・国籍 

・現在の場所に住んでいる期間 

・５年前の居住場所 

・就業状態 

・従業地または通学地 

・勤めか自営かの別 

・勤め先等の名称及び事業の内容 

・本人の仕事の内容 

・世帯の種類 

・世帯員の数 

・住居の種類 

・住宅の建て方 

 

〇調査の方法 

 調査員が各世帯を訪問し、調査票等の書類を配布します。回答方法は以下の通りです。 

① インターネットによる回答 

② 郵送による回答（返信用封筒） 

③ 調査員による回収 

※インタ－ネット回答方式は、回答世帯のプライバシーへの配慮や利便性向上を図るため、平

成２７年国勢調査から全国で導入されています。令和２年国勢調査では本市のインターネッ

ト回答率が 44.0％（全国平均 37.9％）と高く、『総務大臣表彰』を受賞しています。イン

ターネット回答率の向上により集計等容易になるだけでなく、調査員の負担軽減にもつなが

ることから、インターネット回答を積極的に推進します。 

 

〇今後の予定 

 ８月初旬～  調査員対象の説明会を開催（各地域の会場） 

  ９月中旬～  調査員による調査開始 

 １０月８日   回答期限 

 １０月下旬   調査員による調査終了 
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